











































 日程は，2005 年 8 月 1 日に渡欧，同日夕刻にハンガリー入りして以降，2006 年 1 月 7




                                                        
1 本稿は，「2005 年度 筑波大学国際連携プロジェクト（長期派遣）報告書「ハンガリーにおける古代学












































































































滞在期間中，イヴァンチョー教授の依頼により，10 月 27 日に学院大講堂にてハンガリ
ー語による講演をおこなうことになった（ ”Görög Patrológia Jelentősége és Lehetősége 
Japánban ─önéletrajzi emlékirat─” 「日本におけるギリシア教父学の意義と可能性─これまで
の歩みを省みて─」）．この講演の内容は，イヴァンチョー博士をはじめ多くの人々から高
い評価をもって迎えられ，上掲の紀要 Athanasiana の次号に掲載されることになった
（”Görög Patrológia Jelentősége és Lehetősége Japánban ─önéletrajzi emlékirat─ ”, Athanasiana 















この間，筆者がハンガリー語で記した短報が小冊子に掲載された（ “A névtelen 
zarándok...?” 〈「無名の巡礼者．．．？」〉, in: Élet és Világosság: A Görög Katolikus Kispapok 
Lapja, 2005. ősz, XVII. évfolyam 1. szám, 17-18, Nyíregyháza 2005.11）．また 12 月 2 日には，
上記研究学院の教父学講座シヴァドー・チャバ教授の依頼により，ニーレジハーザ市内ヨ
ーシャヴァーロシュ地区で行われた同教授の研究会にて，日本の教育事情をめぐりハンガ
リー語による講演を行う機会を得た（”A japán oktatás és a katolikus egyház”, Jósavárosi 






























































































にはここに基地が置かれて第 II 軍団 Adiutrix の駐屯地となり，トラヤヌス帝(98-117)治下
(106)には，パンノニアが上部・下部に二分割されたことに伴い，アクィンクムは東部に位
置する下部パンノニアの首都となる．初代の下部パンノニア総督としてここに滞在したの
は，後のハドリアヌス帝である．さらに同帝 (117-138)の初期 ,120 年には自由都市


























ーニィ図書館憲章」が 1802 年 11 月 25 日に起草され，翌日王から認可が下りた．図書館は
当初ペシュト地区にあり，一般への開館は 1803 年 12 月 10 日に行われている．国立図書館
の創設は当然，当時盛り上がりつつあった国民主義に大きな刺激を与えた．同時に，図書
のみならず考古学的・歴史的遺産・芸術等をも収集しようという国立博物館設置の原動力
ともなり，そのための法令は 1808 年に定められた．1846 年，図書館は博物館内に新しく
開設された建物に移され，さらに 1985 年，現在のブダ城内の王宮地区に移転する．  
現在この国立図書館が総力を挙げて取り組んでいるのが，15 世紀の後半，ハンガリー最














第 19 代国王ベーラ IV 世（1206/35-70）である．彼
は 1241 年タタール人の襲来に遭い，北方のエステル
ゴムからブダに王宮を移すことを企図した．続いて































Ora et labora（「祈り，働け」）の精神を伝えている．  
「コルヴィナ文庫」をひもとき，ハンガリーの図書館史を遡るうちに，初代国王聖イシ












地を陥落させる 1543 年までの間，戴冠を受けたハンガリー国王は総計 37 名にのぼるが，
この（旧）「慈愛の聖マリア大聖堂」には，聖イシュトヴァーンをはじめ，アールパード朝
歴代の王たちの墓所があった．以下順に，文人王カールマーン（-1116），ベーラ II 世（-1141），
ゲーザ II 世（-1162），ラースローII 世（-1163），イシュトヴァーン IV 世（-1165），ベーラ




（-1540）まで，総計 15 人の王がここに埋葬されたとされる．  
896 年に建国（honfoglalás）を果たしたハンガリーでは，19 世紀の末に建国 1000 年祭を
祝うべく諸方面で準備が進められた．ドナウ川の東岸，ペシュトにある聖イシュトヴァー
ン大聖堂の建造事業もその一つである．この大聖堂の建立に際しては，1810 年代に基礎事
業が始められたが，工事はようやく 1851 年 8 月 14 日，ペシュトの有権市民で建築家のヒ
ルド・ヨージェフのプランにしたがって着手された．彼は上記エステルゴム大聖堂の設計
者でもある．彼の死後総監督責任者が相次いで交代し，結局献
堂式は 1905 年 9 月 19 日，アールパード家の聖エルジェーベト
の記念日に行われた．この聖堂内の主祭壇をぐるりと取り囲む
ように，聖イシュトヴァーンによる 5 つの主要事跡が青銅レリ
ーフによって掲げられているが（マイエル・エデの作），そこに
は上記パンノンハルマ修道院の建立も含まれている．  
 19 世紀の創設になる現ブダ城内の国立セイチェーニィ図書
館から出発したわれわれの旅は，その秘宝である 15 世紀の栄華，
マーチャーシュ王の「コルヴィナ文庫」を通して，11 世紀聖イ
シュトヴァーンの時代へと遡ってきた．その間，エステルゴム
の大司教座聖堂とパンノンハルマの大修道院を経由し，歴代の王の着座と埋葬の地，セー
ケシュフェヘールヴァールを経て，ペシュトの聖イシュトヴァーン大聖堂へと及んだ．総
じて，図書館が施設としての整備を終え，利用に供されるようになったのはそれほど昔の
ことではない．だがそこに収められた蔵書の伝播を辿り，伝播の経緯をひも解き，あるい
は建築史の上にその図書館を置いてみるとき，一国の歴史の背景が浮かび上がることも稀
ではない．いま，ハンガリーの首都ブダペシュトにあって，ブダ城のセイチェーニィ図書
館とペシュトの聖イシュトヴァーン大聖堂とは，かつてコルヴィナ文庫の多くを河底に沈
めたドナウをはさみ，静かに対峙している．  
